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1.　前報に引続い て,ecu 分散媒 人工汚 染浴に加えた

カーボンブラ ックの性状 とその人工汚染布の洗浄性 との

関係 を検討し た。

2. 汚染浴は, ecu, カ ーボンブラ ック，牛脂，流動

パラフ ィンの標準組成 とし，カ ーボンブ ラックの種類の

みを変えた。すなわち前報に同じ く，粒子径の大小およ

び抽出未抽出の影響をみるためにはP-33, 旭＃60,  Vul-

canSC  （ 必要によ りストラ クチ ャー を切る）， ストラ ク

チャーの影響をみるためにはH.S.-500 を用いた。 また，

極性基の多いカーボ ンブラ ックを得るた めには，この四

種のカ ーボンをそれぞれ表面酸化処理し た。布は主とし

て標準綿布， 洗剤にはアニオン系界面活性剤と非イオン

系界面活性剤 の二種 を用い, Launder-Tester  （ 島津）で

洗浄し て表面反 射率測定により洗浄効率を算出し た。

3.　その結果 ，洗浄効率の順位 はつぎのごとくであっ

た。

ストラ クチ ャー大のも の　＞ ストラ クチ ャー小のもの

粒子径大 のもの　　　　　 ＞粒子径小 のもの

表面に極性基の少 ない もの＞表面に極性基の多いも の

未抽出カ ーボンブ ラック　＞抽出カ ーボンブラ ック


